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沖縄県島尻郡久米島からのコガネムシ科甲虫 6種の記録
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Records of Six Scarabaeid Beetles from Kumejima Island, Okinawa Prefecture, Southwestern Japan

Naoki Kaneko and Hiroki Nagano

Summary: Distributional notes of the six scarabaeid beetles collected from Kumejima Island of Okinawa 
Prefecture are provided with some biological information. Three species, Aphodius urostigma, A. postpilosus 
and Exomala okinawaensis, are new to the island and occurrences of Holotrichia loochooana okinawana and 
Anomala triangularis are reconfirmed. In addition, outbreak of Popillia lewisi on the island is also reported.

島尻郡久米島（以下，久米島と略）は，沖縄諸
島の最西部に位置する諸島内で 2 番目の大きさを
誇る有人島である．島内の昆虫相調査は過去に数
回行われており（高良・東，1974；長峰，1987；
佐 藤，1995； 白 杉，2008 な ど ）， 現 在 ま で に 32
種のコガネムシ科甲虫が記録されている（藤岡，
2001； 東，2002； 岡 島・ 荒 谷，2012）． 筆 者 ら は
2015 年 6 月と 2016 年 5 月に調査を行ったところ，
久米島から未知であった 3 種を確認すると共に，
近年の記録から欠落していた 2 種の分布を再確認
したのでここに記録する．また，同島において，
オキナワマメコガネ Popillia lewisi の大発生にも遭
遇したため，興味深い知見の一つとして，合わせ
て報告する．なお，本文中で採集者名は以下のと
おり略記する：金子直樹（NK）；長野宏紀（HN）．

1．ヒメフチケマグソコガネ Aphodius urostigma 
Harold, 1862

1 ex., 真謝，23. IV. 2015, HN（灯火採集）．
日本全国および東洋区に広く生息する広域分

布種であり，沖縄諸島からは伊平屋島，伊是名
島，沖縄島，座間味島の 4 島から知られる（越智，

2012）．久米島からは初めて記録される．この個体
は街灯の下で見つかった．

2．フチケマグソコガネ Aphodius postpilosus Reitter, 
1895

4 exs., 真謝，23. IV. 2015, HN（灯火採集）．
全国的に広く分布するとされているが，近年ま

で前種のヒメフチケマグソコガネと混同されてい
たため，正確な分布状況が不明であり，今後正
確な分布記録の蓄積が必要とされている（木内，
2013）．筆者らが確認したところ，これまでの確か
な分布地域は，北海道，本州，九州，屋久島，薩
摩竹島，薩摩黒島，奄美大島，吐噶喇中之島，吐
噶喇宝島で，国外からは朝鮮半島，台湾に記録が
ある（越智，2012；木内，2013；Hosoya, 2014；金
子ら，2017）．久米島からは初めて記録される．こ
れらの個体は街灯の下で見つかった．

3．オキナワセマダラコガネ Exomala okinawaensis 
(Ohaus, 1925)

3 exs., 比屋定，23. IV. 2015, HN（灯火採集）；2 
exs., 真謝，24. IV. 2015, HN（灯火採集）．

図1. オキナワマメコガネと採集地．A，大発生が確認された，だるま山園地；B，シロノセンダングサに訪花中の個体．
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シバ地や人工的な草地などの環境で発生すると
され，沖縄島，伊江島，瀬底島，浜比喜島，渡嘉
敷島から記録されている（和田・栗原，2012）．久
米島からは初めて記録される．これらの個体はい
ずれも街灯の下で見つかっており，その周辺には
サトウキビ畑や放棄農地が広がっていたため，そ
こから飛来したものと予想される．

4．リュウキュウクロコガネ Holotrichia loochooana 
okinawana (Nomura, 1964)

2 exs., 久米島野球場，19. IV. 2015, HN（灯火採集）；
1 ex., 比屋定小学校，25. V. 2016, NK（灯火採集）．

本種は，久米島において生息が確認されている
にも関わらず（安田ら，1978），近年の文献（藤岡，
2001；東，2002；岡島・荒谷，2012）では同島の
分布が含まれていなかった．今回，久米島で生息
を確認したので改めて記録する．これらの個体は
いずれも街灯の下で見つかった．

5．サンカクスジコガネ  Anomala t r iangular is 
Schonfedt, 1890

6 exs., 久米島野球場，24. V. 2016, NK（灯火採集）；
2 exs., 比屋定，25. V. 2016, NK（灯火採集）；1 ex., 
久米島野球場，26. V. 2016, NK（灯火採集）．

前種のリュウキュウクロコガネと同様に，本種
も安田ら（1978）以降久米島からの記録が欠落し
ていた．今回，久米島で生息を確認したので改め
て記録する．これらの個体はいずれも街灯の下で
見つかった．

6．オキナワマメコガネ Popillia lewisi Arrow, 1913
4 exs., 久米島野球場，24. V. 2016, NK；113 exs., 

だるま山園地，25. V. 2016, NK；13 exs., 久米島野球
場，26. V. 2016, NK；4 exs., アーラ岳，26. V. 2016, 
HN；8 exs., 久 米 島 野 球 場 海 浜 付 近，28. V. 2016, 
NK；10 exs., 久米島野球場海浜付近，29. V. 2016, 
HN；1 ex., 仲村渠，30. V. 2016, NK．　

本種は沖縄諸島の沖縄島，座間味島，粟国島，久
米島および，奄美群島の沖永良部島に分布する日本
固有種で，採集例はあまり多くなかったが，楠井

（2012）によって局所的に非常に多くの個体が発生
することが報告された．楠井（2012）は久米島から
も本種を記録しているものの，採集された標本は 1

個体のみであったため，多産地域という認識ではな
かった．しかし，今回島内の海浜から内地にかけて
の広い範囲で非常に多くの個体が発生しているのを
確認した．特に多くの個体数が確認された「だるま
山」山頂付近の園地（図 1A）においては，イジュ
やシロノセンダングサの花に頻繁に飛来し，花粉や
花弁を摂食する多くの個体が観察され（図 1B），30
分ほどで 113 個体が採集された．
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